
（ ゴ シ ッ ク 体 は 電 波 監 理 審 議 会 へ の 必 要 的 諮 問 事 項 ） 

○ 無 線 局 運 用 規 則 （ 昭 和 二 十 五 年 電 波 監 理 委 員 会 規 則 第 十 七 号 ） の 一 部 を 改 正 す る 省 令 新 旧 対 照 表 

（ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ）  

改 正 案 現  行 

(混 信 の 防 止) (混 信 の 防 止) 

第 二 百 六 十 二 条 対 地 静 止 衛 星(地 球 の 赤 道 面 上 に 円 軌 道 を 有 し 、 か つ 、 地 球 の 自 転 軸 を 軸

と し て 地 球 の 自 転 と 同 一 の 方 向 及 び 周 期 で 回 転 す る 人 工 衛 星 を い う 。 以 下 同 じ 。)に 開 設

す る 人 工 衛 星 局 以 外 の 人 工 衛 星 局 及 び 当 該 人 工 衛 星 局 と 通 信 を 行 う 地 球 局 は 、 そ の 発 射 す

る 電 波 が 対 地 静 止 衛 星 に 開 設 す る 人 工 衛 星 局 と 固 定 地 点 の 地 球 局 と の 間 で 行 う 無 線 通 信

又 は 対 地 静 止 衛 星 に 開 設 す る 放 送 衛 星 局 の 放 送 の 受 信 に 混 信 を 与 え る と き は 、 当 該 混 信 を

除 去 す る た め に 必 要 な 措 置 を 執 ら な け れ ば な ら な い 。 

第 二 百 六 十 二 条 対 地 静 止 衛 星(地 球 の 赤 道 面 上 に 円 軌 道 を 有 し 、 か つ 、 地 球 の 自 転 軸 を 軸

と し て 地 球 の 自 転 と 同 一 の 方 向 及 び 周 期 で 回 転 す る 人 工 衛 星 を い う 。 以 下 同 じ 。)に 開 設

す る 人 工 衛 星 局 以 外 の 人 工 衛 星 局 及 び 当 該 人 工 衛 星 局 と 通 信 を 行 う 地 球 局 は 、 そ の 発 射 す

る 電 波 が 対 地 静 止 衛 星 に 開 設 す る 人 工 衛 星 局 と 固 定 地 点 の 地 球 局 と の 間 で 行 う 無 線 通 信

又 は 対 地 静 止 衛 星 に 開 設 す る 放 送 衛 星 局 の 放 送 の 受 信 に 混 信 を 与 え る と き は 、 当 該 混 信 を

除 去 す る た め に 必 要 な 措 置 を 執 ら な け れ ば な ら な い 。 

２ 対 地 静 止 衛 星 に 開 設 す る 人 工 衛 星 局 と 対 地 静 止 衛 星 の 軌 道 と 異 な る 軌 道 の 他 の 人 工 衛

星 局 と の 間 で 行 わ れ る 無 線 通 信 で あ つ て 、 当 該 他 の 人 工 衛 星 局 と 地 球 の 地 表 面 と の 最 短 距

離 が 対 地 静 止 衛 星 に 開 設 す る 人 工 衛 星 局 と 地 球 の 地 表 面 と の 最 短 距 離 を 超 え る 場 合 に あ

つ て は 、 対 地 静 止 衛 星 に 開 設 す る 人 工 衛 星 局 の 送 信 空 中 線 の 最 大 輻 射 の 方 向 と 当 該 人 工 衛

星 局 と 対 地 静 止 衛 星 の 軌 道 上 の 任 意 の 点 と を 結 ぶ 直 線 と の 間 で な す 角 度 が 十 五 度 以 下 と

な ら な い よ う 運 用 し な け れ ば な ら な い 。 

２ 対 地 静 止 衛 星 に 開 設 す る 人 工 衛 星 局 と 対 地 静 止 衛 星 の 軌 道 と 異 な る 軌 道 の 他 の 人 工 衛

星 局 と の 間 で 行 わ れ る 無 線 通 信 で あ つ て 、 当 該 他 の 人 工 衛 星 局 と 地 球 の 地 表 面 と の 最 短 距

離 が 対 地 静 止 衛 星 に 開 設 す る 人 工 衛 星 局 と 地 球 の 地 表 面 と の 最 短 距 離 を 超 え る 場 合 に あ

つ て は 、 対 地 静 止 衛 星 に 開 設 す る 人 工 衛 星 局 の 送 信 空 中 線 の 最 大 輻 射 の 方 向 と 当 該 人 工 衛

星 局 と 対 地 静 止 衛 星 の 軌 道 上 の 任 意 の 点 と を 結 ぶ 直 線 と の 間 で な す 角 度 が 十 五 度 以 下 と

な ら な い よ う 運 用 し な け れ ば な ら な い 。 

３ 十 二 ・ 二 GH
z

を 超 え 十 二 ・ 四 四 GH
z

以 下 の 周 波 数 の 電 波 を 受 信 す る 設 備 規 則 第 五 十 四 条 の

三 第 一 項 に お い て 無 線 設 備 の 条 件 が 定 め ら れ て い る 地 球 局 が 受 信 す る 電 波 の 周 波 数 の 制

御 を 行 う 地 球 局 は 、 十 二 ・ 二 GH
z

を 超 え 十 二 ・ 四 四 GH
z

以 下 の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る 固 定

局 か ら の 混 信 を 回 避 す る た め 、 当 該 電 波 を 受 信 す る 地 球 局 の 受 信 周 波 数 を 適 切 に 選 択 し な

け れ ば な ら な い 。 

 

 

 



（ ゴ シ ッ ク 体 は 電 波 監 理 審 議 会 へ の 必 要 的 諮 問 事 項 ） 

○ 無 線 設 備 規 則 （ 昭 和 二 十 五 年 電 波 監 理 委 員 会 規 則 第 十 八 号 ） の 一 部 を 改 正 す る 省 令 新 旧 対 照 表 

（ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ）  

改 正 案 現  行 

(他 の 一 の 地 球 局 に よ つ て そ の 送 信 の 制 御 が 行 わ れ る 小 規 模 地 球 局 の 無 線 設 備) (他 の 一 の 地 球 局 に よ つ て そ の 送 信 の 制 御 が 行 わ れ る 小 規 模 地 球 局 の 無 線 設 備) 

第 五 十 四 条 の 三 陸 上 に 開 設 す る 二 以 上 の 地 球 局(移 動 す る も の で あ つ て 、 停 止 中 に の み 運

用 を 行 う も の に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。)の う ち 、 そ の 送 信 の 制 御 を 行 う 他 の 一

の 地 球 局(以 下 こ の 条 に お い て 「 制 御 地 球 局 」 と い う 。)と 通 信 系 を 構 成 し 、 か つ 、 空 中 線

の 絶 対 利 得 が 五 〇 デ シ ベ ル 以 下 の 送 信 空 中 線 を 有 す る も の の 無 線 設 備 で 、 十 四 ・ 〇 GH
z

を

超 え 十 四 ・ 四 GH
z

以 下 の 周 波 数 の 電 波 を 送 信 し 、 十 二 ・ 二 GH
z

を 超 え 十 二 ・ 七 五 GH
z

以 下 の 周

波 数 の 電 波 を 受 信 す る も の は 、 次 の 各 号 の 条 件 に 適 合 す る も の で な け れ ば な ら な い 。 

第 五 十 四 条 の 三 陸 上 に 開 設 す る 二 以 上 の 地 球 局(移 動 す る も の で あ つ て 、 停 止 中 に の み 運

用 を 行 う も の に 限 る 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。)の う ち 、 そ の 送 信 の 制 御 を 行 う 他 の 一

の 地 球 局(以 下 こ の 条 に お い て 「 制 御 地 球 局 」 と い う 。)と 通 信 系 を 構 成 し 、 か つ 、 空 中 線

の 絶 対 利 得 が 五 〇 デ シ ベ ル 以 下 の 送 信 空 中 線 を 有 す る も の の 無 線 設 備 で 、 十 四 ・ 〇 GH
z

を

超 え 十 四 ・ 四 GH
z

以 下 の 周 波 数 の 電 波 を 送 信 し 、 十 二 ・ 四 四 GH
z

を 超 え 十 二 ・ 七 五 GH
z

以 下 の

周 波 数 の 電 波 を 受 信 す る も の は 、 次 の 各 号 の 条 件 に 適 合 す る も の で な け れ ば な ら な い 。 

一 送 受 信 機 の 筐 体 は 、 容 易 に 開 け る こ と が で き な い こ と 。 一 送 受 信 機 の 筐 体 は 、 容 易 に 開 け る こ と が で き な い こ と 。 

二 変 調 方 式 は 、 次 の い ず れ か で あ る こ と 。 

(1
)

 周 波 数 変 調 （ 主 搬 送 波 を ア ナ ロ グ 信 号 に よ り 変 調 す る も の 又 は デ ジ タ ル 信 号 及 び ア

ナ ロ グ 信 号 を 複 合 し た 信 号 に よ り 変 調 す る も の に 限 る 。 ） 

(2
)

 周 波 数 変 調 （ (1
)

に 掲 げ る も の を 除 く 。 ） 、 位 相 変 調 （ デ ジ タ ル 変 調 方 式 の も の に 限

る 。 ） 、 直 交 振 幅 変 調 、 振 幅 位 相 変 調 、 ス ペ ク ト ル 拡 散 方 式 、 直 交 周 波 数 分 割 多 重 方

式 そ の 他 の デ ジ タ ル 変 調 方 式 

二 変 調 方 式 は 、 周 波 数 変 調 又 は 位 相 変 調 で あ る こ と 。 

三 空 中 線 の 交 差 偏 波 識 別 度 は 、 二 七 デ シ ベ ル 以 上 で あ る こ と 。 三 空 中 線 の 交 差 偏 波 識 別 度 は 、 二 七 デ シ ベ ル 以 上 で あ る こ と 。 

四 送 信 空 中 線 か ら 輻 射 さ れ る 四 〇 kH
z

帯 域 幅 当 た り の 電 力 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 区

別 に 従 い 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る と お り の も の で あ る こ と 。 
四 送 信 空 中 線 か ら 輻 射 さ れ る 四 〇 kH
z

帯 域 幅 当 た り の 電 力 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 区

別 に 従 い 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る と お り の も の で あ る こ と 。 

 

主 輻 射 の 方 向 か ら の 離 角(θ) 最 大 輻 射 電 力(一 ワ ツ ト を 〇 デ シ ベ ル と す る 。) 

二 ・ 五 度 以 上 七 度 未 満 次 に 掲 げ る 式 に よ る 値 以 下 

 33-25log10θ-10log10Ｎデシベル 
 Ｎは、次のとおりとする。以下この表において同
じ。 

 
主 輻 射 の 方 向 か ら の 離 角(θ) 最 大 輻 射 電 力(一 ワ ツ ト を 〇 デ シ ベ ル と す る 。) 

二 ・ 五 度 以 上 七 度 未 満 次 に 掲 げ る 式 に よ る 値 以 下 

 33-25log10θデシベル 
 
 





1 

 

 

○周波数割当計画（平成二十年総務省告示第七百十四号）の一部を変更する告示案新旧対照表 

 

（傍線部分は変更箇所） 

変 更 後 変 更 前 

第１ （略） 第１ （略） 

第２ １～７ （略） 第２ １～７ （略） 

周波数割当表 周波数割当表 

第 1表～第 2表 （略） 第 1表～第 2表 （略） 

第 3表 10ＧＨz-275ＧＨz 第 3 表 10ＧＨz-275ＧＨz 
 国 際 分 配 (GHz) 

国 内 分 配 （GHz） 無 線 局 の 目 的 周波数の使用に関する条件 
国 際 分 配 (GHz) 

国 内 分 配 （GHz） 無 線 局 の 目 的 周波数の使用に関する条件 
 

 
第一地域 第二地域 第三地域 第一地域 第二地域 第三地域

 
(1) (2) (3) (4) (5) (6) (1) (2) (3) (4) (5) (6) 

 （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略） （略）  

  

12.2-12.5 固定 公共業務用  

一般業務用  

 
 

12.2-12.5 固定 公共業務用  

一般業務用  

 
 

  

 固定衛星（宇宙から地球）  

J144 J145 

電気通信業務用  

 

 固定衛星（宇宙から地球） 

J144 

電気通信業務用  

 

  

 放送衛星 電気通信業務用 

放送用 

電気通信業務用への割当ては、電気通信役

務利用放送法施行規則（平成 14 年総務省

令第５号）第２条第１号に規定する衛星役

務利用放送が行われる場合に限る。 

 

 放送衛星 電気通信業務用 

放送用 

電気通信業務用への割当ては、電気通信役

務利用放送法施行規則（平成 14 年総務省

令第５号）第２条第１号に規定する衛星役

務利用放送が行われる場合に限る。 

 

  

 移動衛星（宇宙から地球） 電気通信業務用 

公共業務用 

 
 

 移動衛星（宇宙から地球） 電気通信業務用 

公共業務用 

 
 

 
 （略） （略） （略） （略）  （略） （略） （略） （略） 

 
          

国内周波数分配の脚注 国内周波数分配の脚注 

（略） （略） 

  J145 

12.2-12.44GHz の周波数帯において、VSAT 地球局は、この周波数帯で運用さ

れる固定業務の局からの有害な混信に対して、保護を要求してはならない。 

J145(未使用) 
 

（略） （略） 

  

 


